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第43回高知女子大学看護学会は､ ｢変動する世
界の中で 『ケアとキュアの融合』 を刷新する｣











者､ 講師､ ご来賓の方々に対し､ 学会への参加
に感謝の意が伝えられた｡
今回の学会テーマである 『ケアとキュアの融
合』 の刷新について､ 少子化､ 超高齢化による
社会構造の変化に伴い､ 我々を取り巻く世界が
急激に変化しており､ そのような状況であるか
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れた｣ ｢医療と介護というワードが主流になって
いて､ 看護の存在が薄れているようで危機感を
感じ､ 看護の存在をアピールしたい｣ ｢地域に出
ることを考えた基礎教育を益々頑張ろうと思っ
た｣ などの意見が寄せられた｡
ワークショップ：13:30～15:30
７つのワークショップが開催され91名の参加
があった｡ アンケートでは､ ｢自分の関心のある
テーマについて､ それぞれの機関の支援者のディ
スカッションが聞けて､ たくさん視点を得るこ
とができました｣ ｢事例を通してさまざまな立場
の方から意見が伺えて､ 現状把握と解決への糸
口が見えた気がしました｣ ｢自分で考えることを
育てるために､ 有効な方法が分かってよかった｡
実際にシミュレーション教育で育った学生さん
の意見がきけてよかった｣ などの感想が寄せら
れた｡ ワークショップの詳細は､ 本学会誌の報
告をご覧いただきたい｡
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